


1はじめに

臨時もの広告とは、営業広告と対をなす広告用語で、新聞広告特有の領域のひとつです。 突発的もしくはまれな事情に

よって発生したことがらを、不特定多数の関係者に迅速に周知するための広告で、中でも謹告やご不幸広告は、臨時もの

広告の代表的な存在です。

宅配制度の允実によって日刊新聞の普及が進んだわが国では、そのリ ー チが社会的な影響力を促進し、日々の報道を

通じた信頼性と相まって新聞を育んできました。 とりわけ日本経済新聞は、適度な規模の部数を有し、良質かつ安定的

な読者に支持されていることから、臨時もの広告を掲載する媒体として、多くの広告主に利川されています。

臨時もの広告の出稿検討を広告主が始める段階で必要とされる情報を、本ガイドにまとめました。 急な事情で臨時も

の広告を検討することになった広告主の皆様を念頭に、広告会社にもご参考になるように制作した手引曹です。

そして本ガイドには、臨時もの広告と同様に、その都度、法令の求めに応じて広告主が出稿する法定公告に関する説明

も盛り込みました。 併せてご参考になれば幸いです。

本ガイドでは、臨時もの広告（謹告とご不幸広告）、法定公告の順で、掲載料金、手続き、案件別に分類した事例につ

いて簡潔に記載しました。

広告の種別によって出稿への手続きや料金は異なりますので、ご注意ください。 本ガイドでは標準的な手順を記載して

おりますので、適宜、貴社の状況に即して読み替えてお役立てください。

なお、日本経済新聞社では広告主との直接取引ならびに原稿制作を行っておりません。 出稿申込みや原稿の制作・送信、

広告料金決済等、全て広告会社を通じての広告取引となることをご留意ください。

また、法定公告は法令で要件等が定められています。 ご出稿の際は専門家に相談するなどして、法定の要件等を満たし

ていることをご確認ください。

日本経済新聞社 メディアビジネス

ー





1広告料金

臨時もの広告掲載料金 l

次の広告は臨時もの料金を適用します。

l．死亡広告
2.お知らせ、 謹告等

3．火事、 災害などの見舞い広告
4．有価証券および物件の紛失、 盗難などの告知広告

5．訂正広告
6．謝罪広告

7．法定の政策広告および選挙広告
8．社名などの変更および会社設立などの広告（ただし、半5段以1:の

スペースを使って広告する場合には、 出稿段数のI 0 ％について臨時

もの料金を適用します）

9.その他、 本社が臨時もの料金適用と判断するもの

■臨時もの広告掲載料金{l段xlcmあたり）

全 国 版 80,000円

東京本社版 64,000円

大阪 本社版 33,600円
朝 刊

名古屋支社版 9,200円

西部支 社版 9,500円

北 海 道 版 5,200円

《半5段以上の料金適用》

・半5段以上のスペースを使って、 営業広告の中に決算公告を含む

広告を掲載する場合は、 全て営業広告料金を適用します。

・半5段以上のスペースを使って、 営業広告の中に上場や自社株売出し

の告知を掲載する場合は、 出稿段数の5％について、 臨時もの料金を

適用します。

・半5段以上のスペースを使って、社名変更や会社設立等の広告を出稿

する場合は、 出稿段数の10％について、 臨時もの料金を適用します。

全 国 版 44,000円

東京本社版 30,800円

夕 刊 大阪 本社版 15,400円

名古屋支社版 5,300円

西部支 社版 2,600円

※天地2段以上での掲載となります。 ※消費税、 原稿制作費は含まれていません。
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1臨時もの広告

出稿手続き

謹告 I 

■ 出稿決定 ■ 掲載スペース

謹告の掲載希望日、記載する内容、体裁に関する貴社内のご意向が 天地：謹告は天地2段以上の原稿に限定されています。

固まった段階で、 H本経済新聞社と広告取引できる広告会社に、制作 左右：記載する内容・文章量に応じて広告会社とご相談のJ:、 左右

や掲載範囲（地域）に関してご相談ください。 広告原稿の寸法と掲載 の寸法を決定してください。

範囲が確定することによって、 掲載料金を事前にご確認いただけます。 左右幅については、割またはcm単位（小数点ーケタまで）でお願い

します。 広告会社では 「 B経ウェブ便」申込みの際、 左右寸法が割と

■ 出稿申込み なるサイズで掲載する場合は、 2割から1 4割までの該当する割り数

謹告出稿の実施が決まり次第、広告会社を通じて掲載申込みをお願 を入力してください。

いします。

■ 原稿制作・入稿

フォントの大きさは11級(7. 8ポイント）以上で、 縦書き原稿の

場合は平体一、 横書き原稿では長体ーまで使用可能です。 原稿の天地・

左右の寸法を正確に制作して、 できる限り早い時点での人稿を心がけ

てください。 入稿後、新聞社における原稿改稿はできません。 制作・

入稿の手続きは広告会社が行います。 詳細は下記URLの 「 デジタル

人稿A B C」に記載してあります。

http://adweb.nikkei.eo.jp/paper/nyuko/pdf/digitalABC.pdf 

■ 掲載地域

全国版、 東京本社版、大阪本社版、 名古屋支社版、 西部支社版、

北海道版
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5

1．謹告（１）品薄

謹告／2段×9ｃｍ
全国版：1,440,000 円／東京本社版：1,152,000 円
大阪本社版：604,800 円／名古屋支社版：165,600 円
西部支社版：171,000 円／北海道版：93,600 円

弊社商品「○○○○」品薄に関するお詫び
　平素は、弊社商品に格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。
　本年○月○○日に発売いたしました「○○○○」は予想をはるかに
上回るご好評をいただき、全国的に品薄の状態が続いております。お
客様はじめお取引先様、ならびに関係者の皆様には多大なるご迷惑を
おかけしておりますことを、深くお詫び申し上げます。
　現在、安定供給体制を整えるべく、社をあげて努めておりますが、
今しばらくのご猶予をいただかなくてはならない状況にあります。一
日も早く、皆様のお手元へ「○○○○」をお届けできるように努力を
続けております。
　多くの皆様にご不便をおかけしておりますこと、重ねてお詫びを申
し上げますと共に、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０○○年○月○○日

○○○○○株式会社
【お問い合わせ先】
○○○○○株式会社　お客様相談室
フリーダイヤル　０１２０-０００-０００
（１０:００～１８:００／土日祝日を除く）
http://www.○○○○

3．謹告（３）顧客情報流出

謹告／2段×15ｃｍ
全国版：2,400,000 円／東京本社版：1,920,000 円／大阪本社版：1,008,000 円／名古屋支社版：276,000 円／西部支社版：285,000 円／北海道版：156,000 円

2．謹告（２）行政処分～措置命令

謹告／2段×13.2ｃｍ
全国版：2,112,000 円／東京本社版：1,689,600 円／大阪本社版：887,040 円
名古屋支社版：242,880 円／西部支社版：250,800 円／北海道版：137,280 円

お
詫
び
と
お
知
ら
せ

　

平
素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
弊
社
は
、
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止

法
（
景
品
表
示
法
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
消
費
者
庁

の
措
置
命
令
（
平
成
○
○
年
○
月
○
○
日
付
）
に
従
い
、

一
般
消
費
者
の
誤
認
を
排
除
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
周

知
い
た
し
ま
す
。

　

弊
社
は
、
弊
社
が
供
給
す
る
「
○
○
○
○
」
及
び

「
ス
ー
パ
ー
○
○
○
○
」
（
以
下
、
こ
れ
ら
を
併
せ
て
本

件
商
品
と
申
し
ま
す
。
）
を
販
売
す
る
に
あ
た
り
、
平
成

○
○
年
○
月
○
○
日
よ
り
平
成
○
○
年
○
○
月
○
○
日
ま

で
の
間
、
弊
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

広
告
に
お
い
て
、
「
○
○
○
○
に
痩
身
効
果
」
「
○
○
○

○
で
認
知
症
の
予
防
」
「
○
○
○
○
で
ガ
ン
予
防
」
「
○

○
○
○
は
認
知
症
に
効
果
」
等
と
記
載
す
る
こ
と
に
よ

り
、
弊
社
が
供
給
す
る
本
件
商
品
を
摂
取
す
る
だ
け
で
、

各
種
疾
病
の
予
防
や
改
善
す
る
効
果
等
が
期
待
で
き
る
か

の
よ
う
に
示
す
表
示
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

弊
社
は
、
こ
れ
ら
の
表
示
に
つ
い
て
、
景
品
表
示
法
第

四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
消
費
者
庁
か
ら
の
求
め
に

従
っ
て
、
各
種
資
料
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
当
該
表
示
の

裏
付
け
と
な
る
合
理
的
な
根
拠
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
は

認
め
ら
れ
ず
、
当
該
商
品
の
取
引
に
関
し
て
行
っ
た
表
示

は
、
当
該
商
品
の
内
容
に
つ
い
て
、
一
般
消
費
者
に
対

し
、
実
際
の
も
の
よ
り
も
著
し
く
優
良
で
あ
る
と
示
す
も

の
で
あ
り
、
景
品
表
示
法
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

判
断
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
件
に
よ
り
、
お
客
様
を
は
じ
め
と
し
て
、
関
係
者
各

位
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

弊
社
は
、
今
回
の
措
置
命
令
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
再

発
防
止
に
万
全
を
期
す
た
め
、
社
内
機
構
改
革
を
行
い
、

一
層
の
管
理
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
○
○
年
○
月
○
○
日○

○
○
○
○
○
○
○
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

○
山
○
夫

お
詫
び
と
お
知
ら
せ

お
客
様
各
位

　

平
素
よ
り
、
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

弊
社
製
ル
ー
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア

更
新
を
実
施
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
外
部
か
ら
の
不
正
ア

ク
セ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
Ｉ
Ｄ
お
よ
び
パ
ス
ワ
ー
ド
情
報
が
流
出
し
、

犯
罪
行
為
に
不
正
利
用
さ
れ
る
と
い
う
事
象
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

　

左
記
の
対
象
商
品
を
お
持
ち
の
お
客
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
改
め
て
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
更
新
が
お
済
み
か
ど
う

か
ご
確
認
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
際
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
Ｉ
Ｄ
も
し
く
は
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
詳
細
は
左
記
の
窓
口
へ
ご
連
絡

い
た
だ
く
か
、
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
○
○
県
警

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ご
愛
用
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
る
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を

お
か
け
し
ま
す
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
何

卒
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
○
○
年
○
月
○
○
日

株
式
会
社
○
○
○
○
○
○

【
対
象
商
品
】

　

製
品
名　

○
○
○
○
ル
ー
タ
ー

　

型
番　
　

○
○
○
○
│
Ｎ
１
０
０
Ｆ
Ｔ

　
　
　
　
　

○
○
○
○
│
Ｎ
２
０
０
Ｄ
Ｊ

　

詳
細
は
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.

○
○
○
○.co.jp

　

も
し
く
は
○
○
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.

○
○
○
○

　

い
ず
れ
か
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

○
○
株
式
会
社　

お
客
様
相
談
室

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
│
０
０
０
│
０
０
０

（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

１０
時
か
ら
１８
時
／
土
日
祝
休
み
）

　

※

お
客
様
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、

　

本
件
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

■臨時もの広告 謹告

































法定公告 I 

33.資金決済法(1) 34.資金決済法(2)

資
金

決
済
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
第一
項
に
基
づ
く

前
払
式
支
払
手
段
の
払
戻
し
の
お
知
ら
せ

平
成
0
0
年
0
月
0
0
日
に
取
扱
い
を
終
了
し
た、
当

社
発
行
の
前
払
式
支
払
手
段
に
つ
い
て、
左
記
の
適
り
未

使
用
残
高
の
払
戻
し
を
い
た
し
ま
す
の
で、
申
出
期
閻
内

に
申
し
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す。

日
1-11

口

払
戻
し
を
行
う
前
払
式
支
払
手
段
発
行
者
の
商
号

8
株
式
会
社

払
戻
し
に
係
る
前
払
式
支
払
手
段
の
種
類

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
「
0
0
カ
ー
ド」

販
売
額二
五
0
0
円
（
表
示
五
0
0)、
一
、

0
0
0
円

（
表
示一

、
0
0
0)

三、
0
0
0
円
（
表
示
三、
0
0
0)、
五、
0
0
0
円

（
表
示
五、
三
0
0)

払
戻
し
の
申
出
期
間

平
成
0
0
年
0
月
0
0
日
(
0
曜
日）
か
ら
平
成
0
0

年
0
月
0
0
日
(
0
曜
日）
ま
で

※
当
該
申
出
期
間
内
に
申
し
出
い
た
だ
か
な
か
っ

た
場

合
は、
当
該
払
戻
し
の
手
続
か
ら
除
斥
さ
れ
ま
す
の

で、
｝筵
注
意
く
だ
さ
い。

払
戻
し
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

0
0
お
客
様
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

電
話ス
0-
―
-

（

0
8
0)

00
8

（
十
時
＼

十
七
時、
年
末
年
始
を
除
く）

平
成
8
年
0
月
0
0
日

東
京
都

C
X)
区
0
0
丁
目
0
番
0
号

0
0
株
式
会
社

前手年式支払手段の払戻しに関するお知らせ
スマートフォノゲーム「000」のサービス終了にあたり、資金決

済に関する法律第20条第1項に基づき、未使用ポイントの残高をお
客様へ払戻しいたします。

記
払戻しを行う前払式支払手段発行者の商号

株式会社000
払戻しに係る前払式支払手段の種類

「000」内 有償通貨「000」
お申し出期間

0000年0月00日から0000年0月00日まで
※上記のお申出期閻内にお申し出いただけない場合には、この払戻
しの手続から除斥されます。

本件に関するお問い合わせ先
お客様相談センタ ー 03-0000-0000
(10:00から1 8:0 0 土日祝日を除く）

0000年0月00日

東京都

00区00丁目0番0号
株式会社000

資金決済法／2段x 10.4c m／全国版：1,289,600円 資金決済法／2段4割／全国版：1,140,000円
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監修（法定公告） ：中島茂（弁護±、 中島経営法律事務所）

H本経済新聞社
新聞広告のお問い合わせ

東 京本社 〒100-8066

大 阪本社 〒541-8515

名 古 屋支社 〒460-8366

西部支社 〒812-8666

札 幌支社 〒060-8621

神 戸支社 〒650-0011

京 都支社 〒604-0874

東京都千代田区大手町1-3-7

大阪市中央区扁麗橋1-4-2

名古屋 市中区栄4-16-33

福岡市博多区博多駅東2-16-1

札幌市中央区北一条西6-1-2

神戸市中央区F山手通7-1-24

京都市中京区烏丸通竹屋町角

電話(03) 3270-0251 

電話(06) 7639-6635 

電話(052) 243-3371 

電話(092) 473-3381 

電話(Oll) 281-7201 

電話(078) 371-0496 

電話(075) 241-4310 
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